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近
年
の
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
は
治
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
疾
病
が

治
る
よ
う
に
な
り
、
職
場
復
帰
を
め
ざ
し
て

治
療
を
受
け
る
労
働
者
や
、
治
療
を
受
け
な

が
ら
就
労
す
る
労
働
者
が
増
え
て
い
る
。
そ

の
際
に
、
労
働
者
が
治
療
と
就
労
の
両
立
が

で
き
な
い
た
め
に
、
療
養
後
の
職
場
復
帰
を

断
念
す
る
、
あ
る
い
は
、
復
帰
後
に
就
労
を

継
続
で
き
ず
、
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
陥
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
一
方
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展

に
よ
り
、
労
働
力
人
口
が
減
少
に
転
じ
る
な

か
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
可
能
な
限
り
社

会
の
支
え
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
全

員
参
加
型
社
会
の
実
現
は
、
喫
緊
の
政
策
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
で
は
、
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
四
年
に
か

け
て
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
私
傷
病
な
ど
の

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
に
関
す
る
調

査
」（
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
）
を
実
施
し
た
。
本

稿
で
は
、
社
員
の
健
康
管
理
と
休
職
・
復
職

時
の
対
応
、
復
職
後
の
状
況
に
絞
っ
て
報
告

書
の
概
要
を
紹
介
す
る
（
報
告
書
は
近
く
刊

行
す
る
予
定
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
企
業
の

属
性
は
図
表
１
参
照
）。

１ 

社
員
の
健
康
を
把
握
す
る
仕
組
み

産
業
医
の
選
任
状
況

　

我
が
国
で
は
、
職
場
に
お
い
て
労
働
者
の

健
康
管
理
等
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
医

学
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が
不
可
欠
な
こ

と
か
ら
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使

用
す
る
事
業
所
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
産

業
医
を
選
任
し
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を

行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
る
（
労
働
安
全
衛
生
法
一
三
条
）。
調
査

対
象
企
業
の
産
業
医
の
選
任
状
況
、
相
談
体

制
を
み
た
も
の
が
図
表
２
で
あ
る
。
調
査
対

象
企
業
の
う
ち
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働

者
を
使
用
す
る
事
業
所
を
有
す
る
企
業
は
、

す
べ
て
、
当
該
事
業
所
で
産
業
医
を
選
任
し

て
い
た
。

　

卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
、
店
舗
や
営
業
所
が
多
数
あ
る
企
業
で

は
、
一
店
舗
当
た
り
の
人
数
が
少
な
く
、
大

規
模
店
舗
で
も
五
〇
人
以
上
の
店
舗
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
こ
の
よ
う
に
五
〇
人
未
満
の
小

規
模
事
業
所
で
は
、
産
業
医
を
選
任
し
て
い

な
い
。
た
と
え
ば
、
多
数
の
営
業
所
・
事
業

所
を
有
す
る
Ｏ
社（
施
設
の
維
持
管
理
会
社
）

で
は
、
営
業
所
・
事
業
所
を
四
〇
〇
カ
所
ほ

ど
有
す
る
が
、
本
社
、
大
規
模
事
業
所
（
二

カ
所
）
の
計
三
事
業
所
で
の
み
産
業
医
を
選

任
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
会
社
全
体
で
産
業

医
を
複
数
人
選
任
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
す
べ
て
の
事
業
所
で
働
く
社
員
の

健
康
管
理
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
。

　

一
方
、
支
社
や
店
舗
等
を
有
す
る
企
業
の

な
か
に
は
、
本
社
を
含
め
す
べ
て
の
事
業
所

で
五
〇
人
を
下
回
る
場
合
が
あ
る
。
本
社
を

含
め
て
五
〇
人
以
上
の
事
業
所
が
な
い
た
め
、

産
業
医
は
選
任
さ
れ
て
い
な
い
。
前
掲
図
表

２
で
、
全
従
業
員
規
模
（
正
社
員
と
非
正
規

雇
用
者
の
合
計
）
と
事
業
所
数
を
み
て
み
る

と
、
た
と
え
ば
、
ペ
ッ
ト
販
売
業
Ｍ
社
（
全

従
業
員
規
模
一
〇
〇
〇
人
、
店
舗
四
〇
数
店

舗
）
は
、
企
業
単
位
で
み
れ
ば
一
定
規
模
の

従
業
員
数
を
有
す
る
が
、
産
業
医
が
い
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
医
の
役
割

　

産
業
医
に
委
託
さ
れ
て
い
る
業
務
と
し
て
、

す
べ
て
の
企
業
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
安

全
衛
生
委
員
会
開
催
時
等
な
ど
に
、
月
一
回

程
度
、
当
該
事
業
所
を
訪
問
し
て
も
ら
い
、

健
康
管
理
・
健
康
指
導
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
訪
問
の
際
に
は
、

当
該
事
業
所
で
働
く
社
員
か
ら
健
康
相
談
を

受
け
付
け
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
定
期
健
康
診

断
結
果
の
確
認
を
求
め
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　

企
業
の
な
か
に
は
、
長
時
間
労
働
者
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
の
た
め
に
産
業
医
と

の
面
談
機
会
を
設
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た

と
え
ば
、
製
造
業
（
Ｅ
社
、
Ｆ
社
、
Ｈ
社
）

や
情
報
通
信
業
（
Ｉ
社
、
Ｋ
社
）
な
ど
は
、

管
理
部
門
が
長
時
間
労
働
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
人
選
を
し
て
健
康
指
導
を
受
け
さ
せ

て
い
た
。

　

ま
た
、
産
業
医
を
選
任
し
て
い
る
企
業
で

は
、
休
職
者
が
復
職
す
る
段
階
で
産
業
医
の

意
見
を
聞
い
て
い
る
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
復
職
段
階
等
で
、
産
業
医
の
専
門
的
な

医
学
知
識
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
し
て

い
る
（
Ｅ
社
）。

企
業
に
お
け
る
社
員
の
健
康
管
理
と

休
職
・
復
職
時
の
対
応

―
―�
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、私
傷
病
な
ど
の
治
療
と
職
業
生
活
の

両
立
支
援
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら

図表 1　企業属性

業種 ケース 正社員規模
正社員の年齢構成

労働組合若年30歳 
代以下比率

中高年50歳
代以上比率

建設業 A社 540人 3.3割 2.5割 有り

運輸業 D社 760人 3割 4割 有り

輸送用機械製造業 E社 3900人 5割 3割 有り

自動車部品製造業 F社 1600人 5割 2割 有り

その他製造業 H社 600人 6割 2割 有り

情報通信業 I社 183人 7.8割 0.8割

情報通信業 K社 66人 7割 1割

ペット販売業 M社 450人 7割 1割

施設の維持管理会社 O社 2840人 3割 4.2割 有り
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な
お
、
精
神
科
の
産
業
医
を
選
任

し
て
い
る
企
業
は
、
Ａ
社
（
産
業
医

全
員
が
精
神
科
系
）、
Ｆ
社
（
五
人

中
二
人
が
精
神
科
）
で
あ
る
。
そ
れ

以
外
は
、精
神
科
以
外
の
産
業
医（
た

と
え
ば
、
内
科
医
等
）
を
選
任
し
て

い
た
。
精
神
科
の
産
業
医
を
選
任
す

る
理
由
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

の
社
員
に
対
す
る
対
応
や
、
メ
ン
タ

ル
不
調
者
自
体
が
精
神
科
の
産
業
医

の
設
置
を
求
め
て
い
る
こ
と
等
に
よ

る
。
と
く
に
Ｉ
Ｔ
系
企
業
で
精
神
科

の
産
業
医
を
選
任
し
た
い
と
考
え
る

傾
向
が
強
い
。

産
業
医
以
外
の
相
談
受
付
体
制

　

産
業
医
以
外
の
相
談
受
付
体
制
と

し
て
、
①
医
療
従
事
者
（
看
護
師
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
）
の
常
駐
・
相
談

受
付
、
②
社
内
相
談
窓
口
（
人
事
・

総
務
、
社
内
専
用
部
署
）、
③
外
部

相
談
窓
口
（
委
託
）
―
―
の
三
つ
の

ル
ー
ト
が
み
ら
れ
た
。

①
産
業
医
以
外
の
常
駐
・
相
談
受
付

　

産
業
医
以
外
の
健
康
相
談
の
体
制

と
し
て
、
工
場
・
支
社
等
の
大
規
模

な
事
業
所
に
、
医
療
従
事
者
（
看
護

師
、
保
健
師
な
ど
）
を
常
駐
、
も
し

く
は
定
期
配
置
（
巡
回
）
さ
せ
て
い

る
企
業
が
あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
輸
送
用
機
械
製
造
業

Ｅ
社
は
、
各
事
業
所
に
看
護
師
を
常

駐
さ
せ
て
い
る
。
看
護
師
を
常
駐
さ

せ
て
い
る
の
は
、
社
員
の
日
々
の
健

康
管
理
（
ケ
ガ
な
ど
へ
の
対
応
）
と
、

定
期
健
康
診
断
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、

産
業
医
の
健
康
指
導
の
た
め
の
基
礎

資
料
作
り
（
長
時
間
労
働
者
の
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
等
）
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

同
社
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
配
置
し
て
い
る
。

　

自
動
車
部
品
製
造
業
Ｆ
社
も
、
工
場
三
カ

所
す
べ
て
に
看
護
師
を
常
駐
さ
せ
る
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。
も
と
も
と
Ｆ
社
は
一
工
場

で
看
護
師
が
常
駐
し
て
い
た
。
病
気
や
ケ
ガ

の
応
急
手
当
等
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
に
、
管
理
部
門
（
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
推
進
委
員
会
）
が
調
査
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
看
護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
た
当
該
工
場

だ
け
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
少
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
残
り
の
二
工
場

で
も
、
看
護
師
を
配
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

常
設
の
健
康
相
談
窓
口
を
設
け
た
形
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
法
定
の
産
業
医
（
選
任
）
に

加
え
、
大
企
業
の
な
か
に
は
看
護
師
等
の
医

療
従
事
者
を
常
駐
さ
せ
る
企
業
や
、
心
理
系

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る
企
業
も
あ
っ

た
。
看
護
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
は
、

産
業
医
の
相
談
体
制
や
専
門
領
域
を
補
完
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、

産
業
医
は
、
選
任
で
あ
れ
ば
、
月
一
回
程
度

の
訪
問
が
多
く
、
常
時
、
社
員
の
健
康
相
談

を
受
け
付
け
る
状
態
に
は
な
い
。
看
護
師
の

常
駐
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
れ
ば
、
健

康
相
談
の
受
付
ル
ー
ト
が
明
確
化
さ
れ
、
相

談
に
対
応
す
る
時
間
も
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｅ
社
の
産
業
医
は
内
科
系

で
あ
り
、
精
神
科
の
産
業
医
を
選
任
し
て
い

な
い
。
同
社
の
組
織
内
人
員
の
年
齢
構
成
で

は
、
中
高
年
層
を
多
数
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
む
し
ろ
医
学
的
知
見
を
持
つ
産
業
医
の

専
門
領
域
は
、
生
活
習
慣
病
や
循
環
器
系
な

ど
の
健
康
管
理
が
で
き
る
内
科
系
医
師
を
選

ん
で
い
る
。
と
は
い
え
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

系
の
相
談
に
対
す
る
体
制
構
築
も
同
様
に
重

要
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、

精
神
科
の
産
業
医
を
追
加
で
選
任
す
る
こ
と

は
、
コ
ス
ト
面
で
負
担
が
大
き
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
へ
の
相
談
は
、

委
託
コ
ス
ト
が
比
較
的
低
い
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
当
て
て
い
る
。
つ
ま
り
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
、
社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
対
す

る
社
内
の
相
談
窓
口
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

治
療
行
為
よ
り
も
社
員
の
相
談
や
悩
み
を
吐

き
出
さ
せ
、
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と

に
主
眼
が
あ
る
。

　

Ｆ
社
が
看
護
師
を
配
置
す
る
の
も
、
常
時
、

社
員
の
相
談
・
悩
み
を
受
け
付
け
る
体
制
を

構
築
す
る
た
め
で
あ
る
。
看
護
師
は
、
精
神

科
の
産
業
医
ほ
ど
専
門
的
な
知
見
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
常
駐
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

不
満
・
悩
み
の
受
け
入
れ
先
を
示
し
た
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

を
抑
止
す
る
相
談
窓
口
に
お
い
て
は
、
医
学

的
知
識
や
治
療
に
特
化
す
る
よ
り
も
、不
満
・

悩
み
を
吐
き
出
さ
せ
る
「
傾
聴
法
」
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
医
師
に
比
べ
て
相

対
的
に
コ
ス
ト
が
低
い
看
護
師
を
配
置
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
悩
み
を
抱
え
た
部
下
を
持

つ
管
理
職
へ
の
対
策
で
も
あ
る
。
部
下
の
不

調
に
気
づ
い
た
直
属
上
司
は
、
人
事
課
に
連

絡
し
、
看
護
師
の
面
談
機
会
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
。

②
社
内
の
健
康
相
談
窓
口

　

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
企
業
で
は
、
社
内

で
の
健
康
相
談
を
、
人
事
・
総
務
担
当
部
署

が
受
け
付
け
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
企
業
で
相
談
が
頻
繁
に
寄
せ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
健
康
相
談
・
休
職
者
対
応
を
す
る

た
め
、
特
定
の
部
署
や
チ
ー
ム
、
担
当
者
を

新
た
に
設
置
し
た
企
業
も
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、

健
康
問
題
・
休
職
等
に
関
し
て
社
内
専
用
部

図表 2　産業医の選任状況・相談体制

業種 ケース 労働 
組合

全従業員
規模

正社員 
規模 事業所数

産業医の選任
その他の健康相談

社内 
専用 
部署

外部 
相談 
窓口産業医人数 復帰時の 

産業医関与

建設業 A社 有り 570人 540人 10数ヵ所 3人（精神科あり） 有り 親会社（支社）の産業医、
保健師を活用可。 有り 有り

運輸業 D社 有り 970人 760人 6ヵ所 2人 有り

輸送用機械製造業 E社 有り 4570人 3900人 数10ヵ所 4人以上 有り 病院あり。看護師常駐。
カウンセラーあり。 有り

自動車部品製造業 F社 有り 1910人 1600人 数ヵ所 5人（精神科あり） 有り 看護師常駐あり。 有り

その他製造業 H社 有り 900人 600人 8ヵ所 2人 有り 有り

情報通信業 I社 無 189人 183人 本社1事業所 1人 有り

情報通信業 K社 無 69人 66人 本社1事業所 1人 有り 有り

ペット販売業 M社 無 1000人 450人 店舗40数店舗（50
人以上事業所なし） 無

施設の維持管理会社 O社 有り 3440人 2840人 約400ヵ所 3人 有り 有り
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署
（
室
）
を
設
置
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
建
設
業
Ａ
社
は
、
人
事
部
内
に

社
員
相
談
室
を
設
け
て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
限
ら
ず
社
員
の
相
談
全
般
を
扱
っ
て

い
る
た
め
、「
頻
繁
に
相
談
が
来
る
」
と
い
う
。

頻
度
は
平
均
し
て
月
に
一
〇
件
以
上
。
同
社

は
外
部
相
談
窓
口
も
設
け
て
い
る
が
、
む
し

ろ
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
社
内
相
談
窓
口
の

ほ
う
で
あ
る
。
相
談
件
数
が
多
い
理
由
は
、

社
員
相
談
窓
口
の
担
当
者
が
全
国
事
業
所
を

回
る
な
ど
し
て
、「（
社
員
の
）
顔
を
知
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
多
少
気
軽
に
話
せ
る
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
。
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
際
の
対
応
と
し
て
は
、「
ま
ず
会
っ
て
、
判

断
す
る
」
と
し
て
お
り
、
対
応
面
で
も
フ
ェ

イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
に
こ
だ
わ
り
を
示

す
。
相
談
者
に
は
、「
リ
ピ
ー
タ
ー
」
が
多
い
。

③
社
外
相
談
窓
口

　

調
査
対
象
の
な
か
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
と
し
て
社
外
相
談
窓
口（
外
部
委
託
）

を
設
け
て
い
る
企
業
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
企

業
も
、
近
年
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
増

加
傾
向
を
感
じ
て
い
る
企
業
や
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
で
、

ほ
と
ん
ど
が
大
企
業
、
か
つ
労
働
組
合
が
あ

る
。

　

全
般
的
に
は
、
利
用
者
数
が
多
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
特
定
の
人
物
に
よ
り
何
度
も
活

用
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
す
企
業
も
多

い
。
自
動
車
部
品
製
造
業
Ｆ
社
は
、
費
用
対

効
果
で
い
え
ば
、
社
外
相
談
窓
口
の
委
託
コ

ス
ト
に
比
し
て
、
利
用
件
数
が
多
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
場
合
、
制

度
利
用
が
多
い
こ
と
が
効
果
の
高
さ
を
意
味

す
る
の
で
は
な
く
、
重
要
な
の
は
、
不
満
や

悩
み
の
相
談
先
の
ル
ー
ト
の
確
保
だ
と
し
て
、

社
外
相
談
窓
口
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

２ 

疾
病
に
か
か
わ
る
教
育
研
修

ラ
イ
ン
ケ
ア
研
修
の
重
視

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
系
の
教
育
研
修
を
実
施

し
て
い
る
企
業
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
企
業
で

あ
る
。
管
理
職
向
け
の
ラ
イ
ン
ケ
ア
研
修
が

多
い
。
管
理
職
向
け
の
教
育
研
修
を
実
施
す

る
の
は
、
管
理
職
中
心
に
す
る
ほ
う
が
投
資

効
率
が
高
い
こ
と
、
全
社
員
対
象
の
集
合
研

修
が
難
し
い
こ
と
（
と
く
に
支
店
が
点
在
し

て
い
る
場
合
）
等
に
よ
る
。

　

管
理
職
向
け
研
修
で
重
視
し
て
い
る
点
は
、

①
上
司
に
部
下
の
健
康
管
理
面
で
の
役
割
が

あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
、
②
上
司
を

通
じ
た
部
下
の
疾
患
の
早
期
発
見
へ
の
期
待
、

③
部
下
に
健
康
面
で
の
問
題
が
生
じ
た
場
合

の
対
処
方
法
・
相
談
体
制
（
相
談
体
制
・
社

内
フ
ロ
ー
）
の
周
知
―
―
な
ど
に
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
製
造
業
Ｈ
社
は
、
も
と
も
と

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
」
の
会
社
で
、

上
司
・
先
輩
へ
の
相
談
が
し
や
す
い
環
境
に

あ
る
。
ラ
イ
ン
ケ
ア
研
修
実
施
前
は
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
は
自
分
に
は
関
係
が
な
い

と
の
意
識
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
研
修
後
は
、

「
自
分
に
関
係
あ
る
こ
と
だ
」
と
の
意
識
が

芽
生
え
た
と
い
う
。「
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ

に
連
絡
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
」
に
な
り
、

部
下
の
異
変
に
気
づ
い
た
上
司
か
ら
管
理
部

門
に
連
絡
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
イ

ン
ケ
ア
の
強
化
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
早
期
治
療
が
復

職
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

輸
送
用
機
器
製
造
業
Ｅ
社
も
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
修
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

（
管
理
職
・
課
長
補
佐
を
中
心
に
受
講
。
非

正
規
雇
用
者
も
受
講
可
能
）。
部
下
を
持
つ

職
制
に
な
っ
た
者
（
上
司
）
に
対
し
て
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
面
接
指
導
を
行
う
こ
と
も
あ

る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
仕
事
量
、
部

下
の
人
数
、
問
題
・
悩
み
の
有
無
等
を
確
認

し
、
部
下
に
不
調
を
抱
く
者
が
い
な
い
か
、

い
た
場
合
に
は
、
相
談
受
付
を
部
下
に
勧
め

る
方
法
な
ど
も
指
導
す
る
。
上
司
が
部
下
の

健
康
面
に
配
慮
す
る
役
割
が
あ
る
こ
と
を
意

識
さ
せ
る
た
め
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
機

会
を
活
用
し
て
い
る
面
も
あ
る
。

セ
ル
フ
ケ
ア
研
修

　

先
述
の
と
お
り
、
教
育
研
修
が
ラ
イ
ン
ケ

ア
重
視
で
あ
る
の
は
、
コ
ス
ト
面
で
効
率
的

だ
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
集
合
研
修
は
、
事

業
所
が
全
国
に
点
在
し
て
い
る
ほ
ど
難
し
い
。

施
設
の
維
持
管
理
会
社
Ｏ
社
は
、
過
去
に
各

地
域
で
講
師
を
育
成
し
、
集
合
研
修
を
実
施

し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
労
力
と
コ
ス

ト
面
で
限
界
が
あ
っ
た
。
近
年
で
は
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
関
係
の
教
育
研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
各

支
所
に
貸
し
出
す
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
Ｄ

Ｖ
Ｄ
は
社
員
全
員
に
視
聴
し
て
も
ら
い
、
各

自
で
レ
ポ
ー
ト
も
書
い
て
も
ら
う
形
式
に
改

め
た
と
い
う
。
ま
た
、
建
設
業
Ａ
社
は
、
近

年
、
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
育
も
強
化

し
た
。
管
理
職
中
心
の
ラ
イ
ン
ケ
ア
だ
け
で

な
く
、
セ
ル
フ
ケ
ア
を
意
識
し
た
教
育
訓
練

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

集
合
研
修
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
系
の

セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る

企
業
も
あ
る
。
先
述
の
Ｈ
社
で
は
、
ラ
イ
ン

ケ
ア
研
修
を
実
施
後
、
若
年
層
が
ス
ト
レ
ス

耐
性
面
で
弱
い
こ
と
を
認
識
し
、
若
年
者
向

け
（
三
〇
歳
以
下
、
勤
続
一
〇
年
以
下
等
）

の
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
を
実
施
し
た
（
研
修
内

容
は
、「
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
の
理
解
」「
ス
ト

レ
ス
の
対
処
法
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
」
な
ど
）。
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
は
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
発
生
抑
止
に
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

３ 

病
気
休
職
の
状
況
、
制
度

疾
患
の
特
徴

　

今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
企
業
の
な
か
で
、
病

気
休
職
に
な
っ
た
者
の
疾
患
に
つ
い
て
み
る

と
、
身
体
疾
患
で
は
、
と
く
に
、
が
ん
、
脳

血
管
疾
患
、
心
疾
患
で
の
休
職
者
は
高
齢
層

（
五
〇
歳
代
以
上
）
に
多
い
。
中
高
年
の
比

率
が
高
い
企
業
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
身
体
疾
患

に
罹
患
す
る
者
が
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
休
職
者

に
み
ら
れ
る
診
断
内
容
で
は
、
鬱
病
、
鬱
状

態
、
抑
鬱
状
態
、
適
応
障
害
、
パ
ニ
ッ
ク
障

害
―
―
な
ど
が
あ
っ
た
。
新
型
う
つ
に
近
い

症
状
の
者
が
い
た
と
の
認
識
を
示
す
企
業
も

あ
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
休
職
者
の
年
齢

属
性
で
は
、
若
年
層
（
と
く
に
勤
続
の
短
い

層
）
に
多
い
と
の
認
識
を
抱
く
企
業
も
み
ら

れ
る
。
若
年
層
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ス

ト
レ
ス
耐
性
の
弱
さ
に
原
因
が
あ
る
と
す
る

企
業
も
あ
る
。
入
社
後
、
仕
事
を
経
験
し
て

み
て
、
自
身
の
や
り
た
い
こ
と
と
、
仕
事
の

方
向
性
で
違
和
感
を
抱
い
て
い
る
層
（
い
わ

ゆ
る
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
就
職
し
た
層
）
が
存

在
し
、
こ
れ
ら
の
層
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
を
抱
く
者
も
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
近
時

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
に
対
す
る
社
会
的

認
知
度
の
高
ま
り
が
、
相
談
体
制
の
充
実
と

相
ま
っ
て
、
相
談
者
を
増
や
し
た
と
の
指
摘

も
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
長
時
間
労
働

や
成
果
主
義
の
影
響
を
あ
げ
る
企
業
も
あ
る
。

長
年
の
採
用
抑
制
に
よ
る
人
員
不
足
で
、
上

司
が
多
忙
と
な
り
、
部
下
・
後
輩
の
面
倒
を

み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
影
響
を
あ
げ

る
企
業
も
あ
っ
た
。
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病
気
休
職
・
復
職
の
制
度

　

休
職
発
令
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
主
治
医
の
判
断
に
則
り
、
休
職
命
令

（
欠
勤
・
休
職
命
令
）
を
す
る
。
規
定
ど
お

り
休
職
さ
せ
、
病
気
治
療
に
専
念
さ
せ
る
こ

と
に
主
眼
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
休
職
期
間

中
の
病
状
把
握
は
、
月
一
回
の
休
職
者
本
人

と
の
連
絡
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
通
常

で
あ
る
。
し
か
し
、
企
業
の
な
か
に
は
、

所
定
の
書
式
（「
診
療
情
報
提
供
書
」）

等
を
使
い
、
主
治
医
か
ら
の
情
報
提
供

を
求
め
る
企
業
も
あ
っ
た
。
情
報
提
供

で
は
、
通
院
状
況
や
処
方
薬
の
増
減
を

書
い
て
も
ら
う
場
合
が
あ
る
。
と
く
に

処
方
薬
の
頻
度
・
量
の
増
減
を
確
認
す

る
の
は
、
医
薬
品
名
ま
で
は
専
門
家
で

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
が
、
処
方
薬
の

増
減
状
況
で
あ
れ
ば
、
医
療
知
識
が
な

い
企
業
担
当
者
で
も
理
解
で
き
、改
善
・

悪
化
の
傾
向
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
で
あ
る
。

　

復
帰
判
断
は
、
主
治
医
の
診
断
書
に

加
え
、
産
業
医
面
談
、
本
人
の
意
思
確

認
を
踏
ま
え
る
が
、
最
終
的
に
復
帰
の

判
断
を
す
る
の
は
会
社
側
で
あ
る
。
職

場
復
帰
の
条
件
は
、
休
職
前
の
通
常
勤

務
に
戻
れ
る
か
ど
う
か
で
判
断
す
る
企

業
が
多
い
。
具
体
的
に
は
「
フ
ル
タ
イ

ム（
一
日
八
時
間
勤
務
）で
働
け
る
か
」

を
基
準
と
し
て
い
る
企
業
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
会
社
側
は
、「
フ
ル

で
働
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、「
治
っ

て
い
な
い
」
と
判
断
し
て
い
る
。
フ
ル

で
働
け
な
い
者（
＝
治
っ
て
い
な
い
者
）

を
業
務
に
復
帰
さ
せ
た
場
合
、
再
発
が

あ
り
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ル
で
働
け

な
い
（
＝
治
っ
て
い
な
い
）
場
合
は
、

治
療
に
専
念
さ
せ
る
た
め
休
職
に
戻
す

措
置
を
と
る
。
こ
の
点
で
、
会
社
側
は
完
治

し
て
い
る
か
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
就
業
可
能
で
あ
る
か
を
み
て
い
る
点
に

留
意
が
い
る
。
企
業
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の

は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
就
業
可
能
か
ど
う
か
で

あ
り
、
完
治
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
薬
で
症

状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
な
ど
の
寛
解
状

態
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
就
業
可
能
で
あ
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
る
。

　

復
帰
先
は
現
職
復
帰
が
原
則
で
あ
る
。
現

職
復
帰
に
企
業
が
こ
だ
わ
る
の
は
、
休
職
前

の
職
務
に
戻
す
こ
と
で
復
帰
の
負
荷
を
低
減

さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
疾
患
内
容

（
人
間
関
係
起
因
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
）に
よ
っ
て
、異
動
を
認
め
て
い
る
ケ
ー

ス
も
み
ら
れ
る
。

　

職
場
復
帰
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
・
現
職
復
帰

が
原
則
で
あ
る
が
、
復
帰
後
す
ぐ
に
通
常
勤

務
に
戻
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
職
場
復
帰

の
判
断
で
は
、
主
治
医
の
診
断
書
や
産
業
医

の
面
談
な
ど
を
参
考
に
、
復
帰
後
の
配
慮
が

な
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
（
図
表

３
）。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
勤
務
を
設
け
な
く

と
も
、
復
帰
直
後
に
、
業
務
内
容
の
軽
減
措

置
を
と
る
企
業
も
み
ら
れ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
勤

務
が
あ
る
場
合
、
制
限
期
間
内
（
た
と
え
ば
、

最
長
三
カ
月
等
）
に
、
短
時
間
勤
務
を
認
め

て
い
る
。
い
わ
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
勤
務
期
間
は
、

休
職
者
が
職
場
に
徐
々
に
慣
れ
る
期
間
で
あ

る
と
と
も
に
、
通
常
勤
務
が
可
能
で
あ
る
か

を
会
社
側
が
判
断
し
て
い
る
期
間
と
も
い
え

る
。４ 

復
職
後
の
状
況

復
帰
後
の
再
発
の
状
況

　

復
職
後
の
再
発
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、

今
回
の
調
査
対
象
で
は
、
身
体
疾
患
の
が
ん

で
再
発
を
繰
り
返
し
た
ケ
ー
ス
が
わ
ず
か
な

が
ら
み
ら
れ
た
。
再
発
を
繰
り
返
し
休
職
期

間
満
了
に
よ
る
退
職
や
死
亡
退
職
に
い
た
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
一
方
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
場
合
も
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
で
再
発

を
繰
り
返
す
者
が
い
る
と
す
る
企
業
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
情
報
通
信
業
Ｋ
社
で
は
こ
れ
ま

で
に
、
休
職
と
復
職
を
繰
り
返
し
た
者
が
い

て
、
結
果
的
に
は
依
願
退
職
か
休
職
期
間
満

了
で
退
職
し
て
い
る
と
い
う
。

　

再
発
し
や
す
い
条
件
と
し
て
は
、
休
職
期

間
満
了
前
に
復
帰
を
急
ぎ
、
寛
解
状
態
で
な

い
の
に
職
場
復
帰
し
、
再
発
が
繰
り
返
さ
れ

退
職
に
至
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
。
と
く
に

休
職
期
間
が
短
い
場
合
（
た
と
え
ば
、
勤
続

年
数
が
短
い
層
）
に
お
い
て
、
復
帰
を
急
ぎ

再
発
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

施
設
維
持
管
理
会
社
Ｏ
社
は
、
過
去
に
休

職
終
了
前
に
寛
解
状
態
に
な
い
休
職
者
を
復

帰
さ
せ
、
病
状
が
悪
化
し
た
経
験
が
あ
る
。

職
場
は
休
職
者
が
出
た
場
合
、
人
員
不
足
を

欠
員
状
態
で
耐
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
現
場
は
休
職
者
の
早
期
の
復
帰
を
望
む

傾
向
に
あ
る
。
Ｏ
社
で
も
、
過
去
に
こ
の
要

望
を
容
認
し
、
休
職
者
を
無
理
に
復
帰
さ
せ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
再
発
を
誘

発
す
る
に
至
っ
た
。
Ｏ
社
で
は
、
こ
の
経
験

か
ら
、
治
癒
し
な
い
限
り
現
職
復
帰
は
さ
せ

な
い
よ
う
、
現
場
を
指
導
し
て
い
る
。

　

建
設
業
Ａ
社
も
復
帰
を
急
が
せ
な
い
方
針

で
あ
る
。
欠
員
の
あ
る
現
場
か
ら
は
早
期
復

帰
を
望
む
声
も
上
が
る
が
、「
対
応
を
遅
ら
せ

る
こ
と
も
よ
く
あ
る
」
と
い
う
。
休
職
者
が

出
た
こ
と
自
体
が
、
現
場
の
過
重
労
働
環
境

に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
り
、
現

場
に
は
、
職
場
の
働
き
方
を
見
直
す
機
会
と

し
て
も
ら
い
た
い
た
め
で
あ
る
。

復
帰
後
の
対
応

　

身
体
疾
患
の
場
合
、
復
帰
後
に
つ
い
て
は
、

業
務
軽
減
を
す
る
企
業
（
リ
ハ
ビ
リ
勤
務
含

む
）
が
多
い
。
先
述
の
と
お
り
、
が
ん
で
は

再
発
を
繰
り
返
す
ケ
ー
ス
や
、
抗
が
ん
剤
治

療
な
ど
で
通
院
治
療
を
継
続
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
運
輸
業
Ｄ
社
で
は
、
化
学
療
法
に
よ

る
副
作
用
で
目
眩
な
ど
を
生
じ
る
こ
と
も
あ

図表 3　リハビリ勤務の内容
業種 ケース 正社員規模 リハビリ勤務の内容

建設業 A社 540人 通常、短時間勤務の軽減措置。具体的には、午前勤務か、2時間の短縮勤務（出勤
日数の変更はしない）。軽減措置は1カ月単位（延長あり）。

輸送用機械製造業 E社 3900人
制限期間は最長3カ月（実務上6カ月）で、勤務時間・業務内容は発病前より軽減
の扱い。通常、1カ月単位で復帰後の状況を観察しながらプログラムを修正。た
とえば、最初の2週間は半日勤務を続け、その後、8時間フルタイム勤務。

その他製造業 H社 600人 軽減措置勤務期間は3カ月が多い。具体的には、最初の1カ月目を短時間勤務に
し、少しずつ時間を延ばし、最終的にフルタイムをめざす形が多い。

情報通信業 K社 66人 リハビリ出勤を最長1カ月設ける。帰宅時間を1時間早める等の短時間勤務。

施設の維持管理
会社 O社 2840人 短時間勤務。３段階での「リハビリ出勤計画」を作成。
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る
こ
と
か
ら
、
運
転
職
で
の
復
帰
を
さ
せ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
建
設
業
Ａ
社
も
、
が
ん

の
復
帰
者
の
な
か
に
は
仕
事
量
を
セ
ー
ブ
し

な
が
ら
働
く
者
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
脳
血
管
疾
患
の
場
合
、
重
度
で
あ

れ
ば
職
場
復
帰
自
体
が
難
し
い
が
、
軽
度
段

階
で
の
早
期
発
見
・
治
療
が
な
さ
れ
て
も
、

復
帰
後
は
、「
後
遺
症
が
な
い
た
め
働
け
る
が
、

ピ
ー
ク
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
い
」
者

も
い
る
と
い
う
（
Ａ
社
）。
ま
た
、Ｏ
社
で
は
、

脳
血
管
疾
患
に
な
っ
た
者
（
半
身
不
随
の
状

態
）
に
つ
い
て
、
主
治
医
の
指
導
の
下
、
リ

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
訓
練
し
、
復
帰
後
、
職

場
で
は
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
か
ら
始
め
た
と

い
う
。
身
体
疾
患
の
場
合
、
早
期
発
見
で
あ

れ
ば
、
外
科
的
手
術
等
の
進
歩
に
よ
り
、
療

養
期
間
は
短
く
職
場
復
帰
も
早
い
傾
向
に
あ

る
が
、疾
患
に
よ
っ
て
、復
帰
前
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
戻
る
こ
と
の
難
し
さ
が
う
か
が
え

る
。

　

一
方
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
場
合
、
通
院

治
療
を
し
な
が
ら
働
く
者
は
多
い
。
先
述
の

と
お
り
、
復
帰
後
に
再
発
す
る
者
も
少
数
な

が
ら
い
る
、
と
す
る
企
業
が
多
い
。
復
帰
後

の
経
過
観
察
に
つ
い
て
は
、
復
帰
者
の
働
き

ぶ
り
を
職
場
の
上
司
等
が
み
る
こ
と
に
な
る

が
、
復
帰
前
の
状
態
に
完
全
回
復
し
た
と
は

言
い
が
た
い
ケ
ー
ス
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
づ
ら
さ
等
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
事
部
門
や
職
場
で
の
対
応
で
苦
慮
し
て
い

る
面
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
ペ
ッ
ト
販
売
業

Ｍ
社
）。

５ 

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
必
要
性

　

休
職
期
間
が
長
期
で
あ
る
場
合
、
疾
患
が

軽
度
で
あ
れ
ば
職
場
復
帰
し
や
す
い
が
、
重

度
の
場
合
、
職
場
復
帰
で
き
な
け
れ
ば
休
職

期
間
満
了
と
な
る
。
つ
ま
り
、
休
職
期
間
満

了
に
よ
る
退
職
を
低
下
さ
せ
る
に
は
、
疾
患

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
必
要
で
あ
る
。

と
く
に
休
職
期
間
の
短
い
企
業
で
は
、
短
期

間
の
治
療
に
よ
ら
ざ
る
を
え
ず
、
休
職
者
側

も
早
期
の
職
場
復
帰
を
急
ぐ
こ
と
で
再
発
・

退
職
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
面
が
あ
る
。
一

方
、
長
期
の
休
業
期
間
（
欠
勤
期
間
含
む
）

で
も
、
復
職
に
至
っ
て
い
る
の
は
軽
度
の
疾

患
の
者
が
中
心
で
あ
り
、
重
度
の
疾
患
で
の

期
間
満
了
退
職
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
職
場
復
帰
に
は
有
益
で
あ
り
、
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
相
談
体
制
の
整
備
や
ラ
イ

ン
ケ
ア
、
セ
ル
フ
ケ
ア
が
重
要
と
い
え
る
。

　

実
際
、
社
員
の
疾
病
状
況
の
把
握
で
有
効

な
方
法
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ラ
イ
ン
ケ
ア
と

す
る
回
答
が
も
っ
と
も
多
い
。
と
く
に
、
全

国
に
事
業
所
が
多
数
点
在
す
る
よ
う
な
企
業

で
は
、
す
べ
て
の
社
員
の
健
康
情
報
を
管
理

部
門
に
吸
い
上
げ
る
こ
と
は
難
し
く
、
現
場

上
司
の
存
在
が
カ
ギ
と
な
る
。
現
場
上
司
が

部
下
の
異
変
に
気
づ
く
こ
と
で
、
相
談
窓
口

に
誘
導
で
き
る
局
面
も
多
い
。
た
と
え
ば
、

自
動
車
部
品
製
造
業
Ｆ
社
で
は
、
直
属
上
司

が
部
下
の
不
調
に
気
づ
き
、
人
事
課
に
連
絡

し
、
健
康
相
談
窓
口
（
看
護
師
）
へ
の
面
談

機
会
を
設
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
よ

く
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
で
、
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
重
要
性
を
認
め

つ
つ
も
、
直
属
上
司
が
部
下
の
疾
病
を
把
握

す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
す
企
業
も
あ
っ
た

（
Ａ
社
、
Ｅ
社
、
Ｏ
社
）。
こ
れ
ら
の
企
業

で
は
、
産
業
医
や
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
相
談
体
制
が
充
実
し
て
お
り
、ま
た
社
内
・

社
外
の
相
談
窓
口
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
輸
送
用
機
械
製
造
業
Ｅ
社
は
、

上
司
が
、
部
下
の
疾
患
が
わ
か
る
段
階
と
は
、

す
で
に
身
体
面
で
は
病
状
悪
化
が
外
見
で
わ

か
る
状
態
に
な
っ
て
か
ら
の
場
合
が
多
い
と

い
う
。
つ
ま
り
、
疾
患
が
目
で
わ
か
る
時
期

に
は
す
で
に
病
状
が

進
行
し
て
お
り
、
早

期
発
見
と
は
い
い
が

た
い
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
で
あ
れ
ば
、
仕

事
の
精
度
が
落
ち
る
、

朝
来
ら
れ
な
い
等
、

明
確
な
事
象
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
管
理

部
門
に
上
司
か
ら
連

絡
が
来
る
場
合
も
あ

る
が
、
こ
れ
も
ま
れ

だ
と
い
う
。
そ
の
意

味
で
は
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
者
が
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
心
配

を
す
る
こ
と
な
く
、

相
談
を
す
る
体
制

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

の
相
談
機
会
や
社
外

相
談
窓
口
等
）
が
早

期
発
見
に
つ
な
が
り

や
す
い
、
と
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
職

制
（
上
司
・
人
事
）

を
介
さ
な
い
相
談
窓

口
で
あ
る
。

　

他
方
、
相
談
窓
口

に
悩
み
を
寄
せ
る
者

に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が

多
く
、
そ
れ
以
外
の

層（「
見
え
な
い
層
」）

の
把
握
が
難
し
い
と

の
意
見
も
あ
る
。
建

設
業
Ａ
社
は
、
昔
で
あ
れ
ば
、
上
司
が
目
配

り
し
て
部
下
の
異
変
に
気
づ
い
て
い
た
が
、

近
年
、
上
司
も
多
忙
と
な
り
、
ラ
イ
ン
ケ
ア

図表 4　治療と仕事の両立に関する課題

業種 ケース 正社員
規模 治療と仕事の両立に関する課題

建設業 A社 540人 産業保健スタッフのコスト、管理職研修（現場で研修で学んだことを生かせない）、代替要員の確保
困難、休職復帰後の配置、上司・同僚の理解困難。

運輸業 D社 760人 運転職の現職復帰で運転業務ができない場合の配置転換で、事務系業務の少なさが課題。

輸送用機械製造業 E社 3900人 代替要員の確保困難、復帰後の仕事の与え方、再発防止、主治医とのコンタクトの難しさ、教育研修。
休職者が出た場合の職場や上司に対するケアも必要。

自動車部品製造業 F社 1600人 メンタルヘルスの取り組みの履行。近年、人員不足により、一人あたりの負荷が高くなり、人間関係
も良好といえない状況。人員増が問題解決に必要。海外赴任者の健康確保も課題。

その他製造業 H社 600人 若年層のセルフケア研修。

情報通信業 Ｉ社 183人 メンタルヘルス不調者の再発防止。制度構築では、公平性の担保。

情報通信業 K社 66人 復職後に与える仕事。社内で仕事ができる環境整備（社内での開発業務の増加）。復帰後に成果が
上がらない場合の対処。

ペット販売業 M社 450人 復職（復職のタイミング、復職後の配置措置）。適切な病気休職期間やアルバイトの病気休職制度の
適用の可否。

施設の維持管理会社 O社 2840人 産業医の活用、上司・同僚の理解、教育研修。
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が
行
き
届
か
ず
、「
見
え
な
い
層
」
の
実
態
把

握
が
さ
ら
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
と
く
に
成
果
主
義
の
過
剰
な
影
響

が
あ
る
場
合
、
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
顧

客
の
要
望
に
応
え
る
あ
ま
り
、
仕
事
を
「
や

り
過
ぎ
る
」
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
。
長

時
間
労
働
や
休
み
づ
ら
さ
に
も
つ
な
が
り
や

す
く
、
な
か
に
は
、
自
身
の
成
果
を
相
対
的

に
上
げ
る
た
め
に
残
業
申
請
を
し
な
い
者
も

出
る
な
ど
、
長
時
間
労
働
の
実
態
が
か
き
消

さ
れ
、
労
働
現
場
の
実
態
把
握
は
さ
ら
に
困

難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

中
小
企
業
で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
本
人

の
自
己
申
告
が
な
け
れ
ば
、
疾
病
把
握
は
難

し
い
と
の
見
解
も
示
す
。
た
と
え
ば
、
情
報

通
信
業
Ｉ
社
で
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
異

常
所
見
が
出
た
と
し
て
も
、
本
人
も
「
認
め

た
く
な
い
」
と
の
感
情
が
働
く
た
め
、
産
業

医
の
健
康
指
導
を
自
ら
受
け
る
こ
と
に
消
極

的
だ
と
い
う
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
系
の
疾
患

も
同
様
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
自
身

が
病
気
に
罹
患
し
た
現
実
を
自
ら
認
め
た
が

ら
な
い
。
ま
さ
に
「
見
え
な
い
層
」
か
ら
、

早
い
段
階
で
疾
病
罹
患
の
情
報
を
引
き
出
せ

る
か
が
カ
ギ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
の
社
員
自
身
の
健
康
意
識
の
高
さ
や

セ
ル
フ
ケ
ア
が
重
要
に
な
る
。

６ 

治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る
課
題

　

最
後
に
、
治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る

課
題
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
（
図
表
４
）。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
課
題
と
し
て
は
、
職
場
に

関
連
す
る
「
代
替
要
員
の
確
保
困
難
」
や
「
上

司
・
同
僚
の
理
解
」
な
ど
を
あ
げ
る
企
業
が

あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
休
職
者
が
発
生

し
た
場
合
、
欠
員
補
充
は
ま
れ
で
あ
り
、
現

場
は
欠
員
状
態
に
耐
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
点
で
上
司
・
同
僚
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い

面
が
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、「
復

帰
の
め
ど
」が
立
つ
か
ど
う
か
で
あ
る（
ペ
ッ

ト
販
売
業
Ｍ
社
）。
復
帰
の
め
ど
が
立
て
ば
、

人
員
配
置
の
計
画
が
立
て
や
す
く
、
対
処
が

し
や
す
い
。
ま
た
、
現
有
人
員
で
耐
え
る
場

合
で
も
、
復
帰
時
期
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
当

該
期
間
を
乗
り
切
れ
ば
休
職
者
が
復
帰
す
る

と
現
場
を
指
導
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
場
合
、

休
職
期
間
が
長
期
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
り
、

復
帰
時
期
を
予
測
し
づ
ら
い
面
が
あ
る
。

　

復
帰
後
の
仕
事
の
与
え
方
に
悩
む
企
業
も

多
い
。
復
職
後
の
リ
ハ
ビ
リ
勤
務
や
業
務
軽

減
措
置
だ
け
で
な
く
、
と
く
に
事
務
系
業
務

の
少
な
い
業
態
で
は
与
え
る
仕
事
が
な
い
こ

と
を
課
題
に
あ
げ
て
い
る
。
休
職
者
は
復
帰

後
、
す
ぐ
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
こ

と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　

再
発
防
止
や
、
そ
も
そ
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
者
が
出
る
現
状
を
根
絶
す
る
方
法

（
事
前
予
防
）
に
悩
む
企
業
も
あ
る
（
根
絶

に
は
人
員
増
が
必
要
と
の
見
解
も
あ
る
）。

　

教
育
研
修
に
つ
い
て
も
、
管
理
職
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
現
場
で
生
か
せ
な
い
こ
と
を

課
題
と
す
る
企
業
も
あ
っ
た
。
と
く
に
休
職

者
の
「
前
例
」
が
少
な
い
企
業
で
は
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
に
熟
知
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
研
修
の
ノ
ウ
ハ
ウ
面
で

の
課
題
も
大
き
い
。
ま
た
、
管
理
職
中
心
の

教
育
研
修
に
特
化
し
て
い
る
が
、
若
年
層
が

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
を
強
化
し
た
い
と

す
る
企
業
も
あ
る
。

（
調
査
・
解
析
部
主
任
調
査
員
補
佐　

奥
田

栄
二
、
調
査
・
解
析
部
次
長　

郡
司
正
人
）


